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(57)【要約】
　本発明の一実施形態による複数の階層を支援する映像
のデコーディング方法は、階層間予測のために現在ピク
チャのデコーディングに用いられる参照階層に対する情
報を受信する段階と、前記参照階層に対する情報に基づ
いて前記現在ピクチャのデコーディングに用いられる有
効参照階層ピクチャの個数を誘導する段階と、前記有効
な参照階層ピクチャの個数に基づいて階層間予測を行う
段階とを含むことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の階層を支援する映像のデコーディング方法において、
　階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる参照階層に対する情報
を受信する段階と、
　前記参照階層に対する情報に基づいて前記現在ピクチャのデコーディングに用いられる
有効な参照階層ピクチャの個数を誘導する段階と、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数に基づいて階層間予測を行う段階とを含むことを特
徴とする方法。
【請求項２】
　前記現在ピクチャに属する全てのスライスの前記有効な参照階層ピクチャの個数は同一
であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０の場合、前記有効
な参照階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照階層ピ
クチャの個数は、０に誘導されることを特徴とする請求項１に記載の映像復号化方法。
【請求項５】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０であるか、前記現
在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照階層ピクチャの
個数が０の場合でなく、
　前記現在階層の全ての直接参照階層に属する直接参照階層ピクチャのうち、各階層の最
大時間サブ階層情報と各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値によっ
て特定される階層間予測に用いられ得る参照階層ピクチャが、現在ピクチャと同一のアク
セスユニットに存在し、現在ピクチャの階層間参照ピクチャセットに含まれる場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記参照階層ピクチャの個数に誘導されること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記参照階層ピクチャの個数は、前記現在階層が直接参照している参照階層の個数を指
示する変数、各階層の最大時間的サブ階層情報、各階層で階層間予測を許容する時間的サ
ブ階層の最大許容値、現在ピクチャの時間的識別子に基づいて誘導され、
　前記最大時間的サブ階層情報が現在ピクチャの時間的識別子より大きいか同一であり、
現在階層に対する参照階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値が現在ピ
クチャの時間的識別子より大きいか、現在ピクチャの時間的識別子が０である参照階層内
のピクチャは、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階
層ピクチャとみなされることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられない場合、前記有効な参照
階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
測のために用いられるか、前記現在ピクチャが属している階層の直接参照階層の個数が１
であれば、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は１に誘導されることを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記参照階層に対する情報が、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用
いられるピクチャの個数を示す個数情報を含む場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記個数情報に特定される値に誘導されること
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を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ビデオパラメータセットビデオ使用情報（ｖｉｄｅｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ　ｓｅｔ　
Ｖｉｄｅｏ　Ｕｓａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ，ＶＰＳ　ＶＵＩ）を受信す
る方法において、
　既に設定された固定ビットの情報を受信する段階と、
　ビデオシグナル情報（ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ）の個数とビデオシグナル
情報のインデックスを指示する信号の存在可否を指示するフラッグ情報を受信する段階と
を含むことを特徴とする情報受信方法。
【請求項１１】
　複数の階層を支援する映像のターゲット階層に対する情報を誘導する方法において、
　出力されるレイヤセットに対する出力レイヤセットインデックス情報を受信する段階と
、
　レイヤの出力可否を示す出力レイヤフラッグを受信する段階と、
　前記出力レイヤセットインデックス情報に基づいてターゲットデコーディングレイヤセ
ットインデックスを特定する段階と、
　既に設定されたターゲット出力レイヤセットインデックスが指示する出力レイヤセット
内のｉ番目レイヤに対する出力レイヤフラッグが１であれば、前記ターゲットデコーディ
ングレイヤセットインデックスが指示するレイヤセット内のｉ番目レイヤのｌａｙｅｒ＿
ｉｄ値でターゲット出力レイヤのｉｄリストを構成する段階とを含むことを特徴とする方
法。
【請求項１２】
　前記ターゲットデコーディングレイヤセットインデックスが指示するレイヤセット内の
ｉ番目レイヤのｌａｙｅｒ＿ｉｄ値でターゲットデコーディングレイヤのｉｄリストを構
成する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　出力されるレイヤからなる出力レイヤセットに含まれているレイヤが全て出力されるこ
とを示す情報が受信されれば、
　前記出力レイヤセットに含まれている全てのレイヤに対する出力レイヤフラッグは１に
類推されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　出力されるレイヤからなる出力レイヤセットに含まれているレイヤのうち最上位のレイ
ヤＩＤを有する最上位レイヤのみ出力されることを示す情報が受信されれば、
　前記最上位レイヤに対する出力レイヤフラッグは１に類推され、
　前記出力レイヤセットに含まれているレイヤのうち前記最上位レイヤを除いたレイヤに
対する出力レイヤフラッグは０に類推されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　複数の階層を支援する映像のデコーディング装置において、
　受信された階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる参照階層に
対する情報に基づいて前記現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピ
クチャの個数を誘導し、前記有効な参照階層ピクチャの個数に基づいて階層間予測を行う
デコーディング部を含むことを特徴とする装置。
【請求項１６】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０であるか、前記現
在ピクチャが属している現在階層が直接参照する階層の個数が０である場合、前記有効な
参照階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照ピクチ
ャの個数が０の場合、前記有効な参照階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴と
する請求項１５に記載の装置。
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【請求項１８】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０であるか、前記現
在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に用いられ得る参照階層ピクチャの
個数が０の場合でなく、
　前記現在階層の全ての直接的な参照階層に属する直接参照階層ピクチャのうち、各階層
の最大時間サブ階層情報と各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値に
対する値によって特定される階層間予測に用いられ得る参照階層ピクチャが、現在ピクチ
ャと同一のアクセスユニットに存在し、現在ピクチャの階層間参照ピクチャセットに含ま
れる場合、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記参照階層ピクチャの個数に誘導されること
を特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられない場合、前記有効な参照
階層ピクチャの個数は０に誘導されることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
測のために用いられるか、前記現在ピクチャが属している階層の直接参照階層の個数が１
であれば、
　前記有効な参照階層ピクチャの個数は１に誘導されることを特徴とする請求項１５に記
載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像の符号化及び復号化処理に関し、より詳しくはビットストリーム内の複
数のレイヤを支援する映像の符号化及び復号化方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、ＨＤ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）解像度を有する放送サービスが韓国内
だけでなく世界的に拡大されるに伴い、多くの使用者が高解像度、高画質の映像に慣れて
おり、これによって多くの機関が次世代映像機器に対する開発に拍車をかけている。また
、ＨＤＴＶとともにＨＤＴＶの４倍以上の解像度を有するＵＨＤ（Ｕｌｔｒａ　Ｈｉｇｈ
　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）に対する関心が増大しながら、より高い解像度、高画質の映像
に対する圧縮技術が要求されている。
【０００３】
　映像圧縮のために、時間的に以前及び／又は以後のピクチャから現在ピクチャに含まれ
た画素値を予測するインター（ｉｎｔｅｒ）予測技術、現在ピクチャ内の画素情報を利用
して現在ピクチャに含まれた画素値を予測するイントラ（ｉｎｔｒａ）予測技術、出現頻
度の高いシンボル（ｓｙｍｂｏｌ）に短い符号を割り当て、出現頻度の低いシンボルに長
い符号を割り当てるエントロピー符号化技術などが用いられ得る。
【０００４】
　映像圧縮技術には、流動的なネットワーク環境を考慮することなく、ハードウェアの制
限的な動作環境下で一定のネットワーク帯域幅を提供する技術がある。しかし、随時に帯
域幅が変化するネットワーク環境に適用される映像データを圧縮するためには新しい圧縮
技術が要求され、このためにスケーラブル（ｓｃａｌａｂｌｅ）ビデオ符号化／復号化方
法が用いられ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、時間的サブ階層を含む多数の階層構造の映像符号化されたビットストリーム
内に存在する階層情報をシグナリングする方法、階層間予測方法及びターゲット出力階層
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を求める方法を提供する。
【０００６】
　また、本発明は、セッション交渉などのためにビットストリーム内のＶＰＳに記述され
た階層情報をエントロピーデコーダがなくとも接近できる方法及びこれを利用する装置を
提供する。
【０００７】
　また、本発明の一実施形態は、現在ピクチャのデコーディングに必要な階層間参照ピク
チャの有効な個数を把握して階層間予測に活用する方法、及びターゲット出力階層を求め
る方法及びこれを利用する装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態である複数の階層を支援する映像のデコーディング方法は、階層間
予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる参照階層に対する情報を受信す
る段階と、前記参照階層に対する情報に基づいて前記現在ピクチャのデコーディングに用
いられる有効参照階層ピクチャの個数を誘導する段階と、前記有効な参照階層ピクチャの
個数に基づいて階層間予測を行う段階とを含むことができる。
【０００９】
　前記現在ピクチャに属する全てのスライスの前記有効な参照階層ピクチャの個数は同一
であり得る。
【００１０】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０の場合、前記有効
な参照階層ピクチャの個数は０に誘導され得る。
【００１１】
　前記現在ピクチャが属している現在階層に対する直接参照階層の個数が０の場合、前記
有効な参照階層ピクチャの個数は０に誘導され得る。
【００１２】
　現在階層に対する直接参照階層の個数、参照階層の最大時間的サブ階層情報、参照階層
で階層間予測を許容する最大時間的サブ階層情報及び現在ピクチャの時間的識別子を考慮
して誘導された現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の参照階層ピクチャ個数が０の
場合、前記有効な参照階層の個数は０に誘導され得る。
【００１３】
　前記現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０であるか、前記現
在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に利用することができる参照ピクチ
ャの個数が０の場合ではなく、前記現在ピクチャを含む階層に対する全ての直接参照階層
に属して現在ピクチャと同一のアクセスユニットに存在し、現在ピクチャの階層間参照ピ
クチャセットに含まれる全ての直接参照階層ピクチャを現在ピクチャの参照階層ピクチャ
として用いる場合、前記有効な参照階層ピクチャの個数は、前記現在階層に対する直接参
照階層個数を表す変数、各階層の最大時間的サブ階層情報、各階層で階層間予測を許容す
る時間的サブ階層の最大許容値、現在ピクチャの時間的識別子に基づいて誘導され得る。
【００１４】
　前記現在ピクチャに対する直接参照階層ピクチャのうち、参照階層の最大時間的サブ階
層情報が現在ピクチャの時間的識別子より大きいか同一であり、参照階層で階層間予測を
許容した最大時間的サブ階層情報が現在ピクチャの時間的識別子より大きい場合に当該す
る参照階層のピクチャの個数を、現在ピクチャのデコーディングのための前記有効な参照
階層ピクチャの個数として用いることができる。
【００１５】
　前記現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられない場合、前記有効な参照
階層ピクチャの個数は０に誘導され得る。
【００１６】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
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測のために用いられるか、前記現在ピクチャが属している階層の直接参照階層の個数が１
であれば、前記有効な参照階層ピクチャの個数は１に誘導され得る。
【００１７】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
測のために用いられるか、前記現在ピクチャが属している階層の直接参照階層の個数が１
であれば、前記現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピクチャの個数が
０より大きければ、前記有効な参照階層ピクチャの個数は１に誘導され、前記現在ピクチ
ャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピクチャ個数が０であれば、前記有効な参照
階層ピクチャの個数は０に誘導され得る。
【００１８】
　最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予
測のために用いられるか、前記現在ピクチャと同一のアクセスユニット内の階層間予測に
用いられ得る参照階層ピクチャの個数が１であれば、前記有効な参照階層ピクチャの個数
は１に誘導され得る。
【００１９】
　前記参照階層に対する情報が階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用い
られるピクチャの個数を表す個数情報を含む場合、前記有効な参照階層ピクチャの個数は
前記個数情報に特定される値に誘導され得る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の一実施形態によれば、時間的サブ階層を含む多数の階層構造の映像符号化され
たビットストリーム内に存在する階層情報をシグナリングする方法、階層間予測方法及び
ターゲット出力階層を求める方法が提供される。
【００２１】
　また、本発明の一実施形態によれば、エントロピーデコーダを有しないＭＡＮＥ（Ｍｅ
ｄｉａ　Ａｗａｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）でもセッション交渉等のた
めにビットストリーム内に存在する階層情報を接近できる方法及びこれを利用する装置が
提供される。
【００２２】
　また、本発明によれば、現在ピクチャのデコーディングに必要な階層間参照ピクチャの
有効な個数を正確に把握して階層間予測に活用する方法と、実際に所望する出力階層を出
力することができる方法及びこれを利用する装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】映像符号化装置の一実施形態による構成を示すブロック図である。
【図２】映像復号化装置の一実施形態による構成を示すブロック図である。
【図３】本発明が適用され得る、複数階層を利用したスケーラブルビデオコーディング構
造の一実施形態を概略的に示す概念図である。
【図４】本発明に係る映像の復号化方法を説明するための制御フローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態による有効な参照階層ピクチャの個数を誘導する方法を説明
するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態に対して具体的に説明する。本明細書の実施例
を説明するにおいて、関連公知構成または機能に対する具体的な説明が本明細書の要旨を
ぼやかし得ると判断される場合にはその詳細な説明は略する。
【００２５】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」いるか、「接続されて」いると言及され
た際には、その他の構成要素に直接的に連結されているか、または接続されていることも
あるが、中間に他の構成要素が存在することもあると理解されなければならない。さらに



(7) JP 2017-508417 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

、本発明で特定の構成を「含む」と記述する内容は当該構成以外の構成を排除するもので
はなく、追加の構成が本発明の実施または本発明の技術的思想の範囲に含まれ得ることを
意味する。
【００２６】
　第１、第２などの用語は、多様な構成要素を説明するのに用いられ得るが、前記構成要
素は前記用語によって限定されてはならない。前記用語は、一つの構成要素を他の構成要
素から区別する目的にのみ用いられる。例えば、本発明の権利範囲を外れないながらも、
第１構成要素は第２構成要素に命名され得、類似に第２構成要素もまた第１構成要素に命
名され得る。
【００２７】
　また、本発明の実施例に示される構成部は互いに異なる特徴的な機能を現わすために独
立的に示されるものであって、各構成部が分離されたハードウェアや一つのソフトウェア
構成単位からなることを意味しない。すなわち、各構成部は説明の便宜上、それぞれの構
成部に並べて含むものであって、各構成部のうち少なくとも二つの構成部が合されて一つ
の構成部からなるか、一つの構成部が複数個の構成部に分けられて機能を行うことができ
、このような各構成部の統合された実施例及び分離された実施例もまた本発明の本質から
外れない限り本発明の権利範囲に含まれる。
【００２８】
　また、一部の構成要素は、本発明で本質的な機能を行う必須な構成要素ではなく、単に
性能向上のための選択的構成要素であり得る。本発明は、単に性能向上のために用いられ
る構成要素を除いた本発明の本質を具現するのに必須な構成部のみを含んで具現され得、
単に性能向上のために用いられる選択的構成要素を除いた必須構成要素のみを含む構造も
本発明の権利範囲に含まれる。
【００２９】
　図１は、映像符号化装置の一実施形態による構成を示すブロック図である。スケーラブ
ル（ｓｃａｌａｂｌｅ）ビデオ符号化／復号化方法または装置はスケーラビリティ（ｓｃ
ａｌａｂｉｌｉｔｙ）を提供しない一般的な映像符号化／復号化方法または装置の拡張（
ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ）によって具現され得、図１のブロック図はスケーラブルビデオ符号
化装置の基礎となり得る映像符号化装置の一実施形態を示す。
【００３０】
　図１を参照すれば、前記映像符号化装置１００は、動き予測部１１１、動き補償部１１
２、イントラ予測部１２０、スイッチ１１５、減算器１２５、変換部１３０、量子化部１
４０、エントロピー符号化部１５０、逆量子化部１６０、逆変換部１７０、加算器１７５
、フィルタ部１８０及び参照映像バッファ１９０を含む。
【００３１】
　映像符号化装置１００は、入力映像に対してイントラ（ｉｎｔｒａ）モードまたはイン
ター（ｉｎｔｅｒ）モードで符号化を行ってビットストリーム（ｂｉｔ　ｓｔｒｅａｍ）
を出力することができる。イントラ予測は、画面内予測、インター予測は画面間予測を意
味する。イントラモードの場合、スイッチ１１５がイントラに転換され、インターモード
の場合、スイッチ１１５がインターに転換される。映像符号化装置１００は、入力映像の
入力ブロックに対する予測ブロックを生成した後、入力ブロックと予測ブロックの差分を
符号化することができる。
【００３２】
　イントラモードの場合、イントラ予測部１２０は現在ブロック周辺の既に符号化された
ブロックの画素値を利用して空間的予測を行って予測ブロックを生成することができる。
【００３３】
　インターモードの場合、動き予測部１１１は、動き予測過程で参照映像バッファ１９０
に貯蔵されている参照映像で入力ブロックと最もよくマッチできる領域を探して動きベク
トルを求めることができる。動き補償部１１２は、動きベクトルと参照映像バッファ１９
０に貯蔵されている参照映像を利用して動き補償を行うことにより、予測ブロックを生成
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することができる。
【００３４】
　減算器１２５は、入力ブロックと生成された予測ブロックの差分により残余ブロック（
ｒｅｓｉｄｕａｌ　ｂｌｏｃｋ）を生成することができる。変換部１３０は、残余ブロッ
クに対して変換（ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）を行って変換係数（ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　ｃｏｅ
ｆｆｉｃｉｅｎｔ）を出力することができる。また、量子化部１４０は、入力された変換
係数を量子化パラメータによって量子化し、量子化された係数（ｑｕａｎｔｉｚｅｄ　ｃ
ｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）を出力することができる。
【００３５】
　エントロピー符号化部１５０は、量子化部１４０で算出された値または符号化過程で算
出された符号化パラメータ値などに基づいて、シンボル（ｓｙｍｂｏｌ）を確率分布によ
ってエントロピー符号化してビットストリーム（ｂｉｔ　ｓｔｒｅａｍ）を出力すること
ができる。エントロピー符号化方法は、多様な値を有するシンボルの入力を受けて、統計
的重複性を除去しながら、復号可能な２進数の列で表現する方法である。
【００３６】
　ここで、シンボルとは、符号化／復号化対象構文要素（ｓｙｎｔａｘ　ｅｌｅｍｅｎｔ
）及び符号化パラメータ（ｃｏｄｉｎｇ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）、残余信号（ｒｅｓｉｄ
ｕａｌ　ｓｉｇｎａｌ）の値などを意味する。符号化パラメータは、符号化及び復号化に
必要な媒介変数であって、構文要素のように符号化器で符号化されて復号化器へ伝達され
る情報だけでなく、符号化あるいは復号化過程で類推され得る情報を含むことができ、映
像を符号化するか復号化する際に必要な情報を意味する。符号化パラメータは、例えば、
イントラ／インター予測モード、移動／動きベクトル、参照映像索引、符号化ブロックパ
ターン、残余信号有無、変換係数、量子化された変換係数、量子化パラメータ、ブロック
の大きさ、ブロック分割情報などの値または統計を含むことができる。また、残余信号は
原信号と予測信号の差を意味することができ、また原信号と予測信号の差が変換（ｔｒａ
ｎｓｆｏｒｍ）された形態の信号または原信号と予測信号の差が変換されて量子化された
形態の信号を意味することもできる。残余信号は、ブロック単位では残余ブロックと言え
る。
【００３７】
　エントロピー符号化が適用される場合、高い発生確率を有するシンボルに少ない数のビ
ットが割り当てられ、低い発生確率を有するシンボルに多い数のビットが割り当てられて
シンボルが表現されることにより、符号化対象シンボル等に対するビット列の大きさが減
少され得る。したがって、エントロピー符号化を介して映像符号化の圧縮性能が高くなり
得る。
【００３８】
　エントロピー符号化のために指数ゴロム（ｅｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ　ｇｏｌｏｍｂ）、
ＣＡＶＬＣ（Ｃｏｎｔｅｘｔ－Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｃ
ｏｄｉｎｇ）、ＣＡＢＡＣ（Ｃｏｎｔｅｘｔ－Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｂｉｎａｒｙ　Ａｒｉ
ｔｈｍｅｔｉｃ　Ｃｏｄｉｎｇ）のような符号化方法が用いられ得る。例えば、エントロ
ピー符号化部１５０には可変長符号化（ＶＬＣ：Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｌｅｎｇｈｔｈ　Ｃ
ｏｄｉｎｇ／Ｃｏｄｅ）テーブルのようなエントロピー符号化を行うためのテーブルが貯
蔵され得、エントロピー符号化部１５０は貯蔵された可変長符号化（ＶＬＣ）テーブルを
用いてエントロピー符号化を行うことができる。また、エントロピー符号化部１５０は、
対象シンボルの二進化（ｂｉｎａｒｉｚａｔｉｏｎ）方法及び対象シンボル／ビン（ｂｉ
ｎ）の確率モデル（ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ　ｍｏｄｅｌ）を導出した後、導出された二
進化方法または確率モデルを用いてエントロピー符号化を行うこともできる。
【００３９】
　量子化された係数は、逆量子化部１６０で逆量子化されて逆変換部１７０で逆変換され
得る。逆量子化、逆変換された係数は、加算器１７５を介して予測ブロックと加われ、復
元ブロックが生成され得る。
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【００４０】
　復元ブロックはフィルタ部１８０を経て、フィルタ部１８０はデブロッキングフィルタ
（ｄｅｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｆｉｌｔｅｒ）、ＳＡＯ（Ｓａｍｐｌｅ　Ａｄａｐｔｉｖｅ　
Ｏｆｆｓｅｔ）、ＡＬＦ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｌｏｏｐ　Ｆｉｌｔｅｒ）のうち少なくと
も一つ以上を復元ブロックまたは復元ピクチャに適用することができる。フィルタ部１８
０を経た復元ブロックは、参照映像バッファ１９０に貯蔵され得る。
【００４１】
　図２は、映像復号化装置の一実施形態による構成を示すブロック図である。図１で前述
したようにスケーラブルビデオ符号化／復号化方法または装置は、スケーラビリティを提
供しない一般的な映像符号化／復号化方法または装置の拡張によって具現され得、図２の
ブロック図はスケーラブルビデオ復号化装置の基礎となり得る映像復号化装置の一実施形
態を示す。
【００４２】
　図２を参照すれば、前記映像復号化装置２００は、エントロピー復号化部２１０、逆量
子化部２２０、逆変換部２３０、イントラ予測部２４０、動き補償部２５０、フィルタ部
２６０及び参照映像バッファ２７０を含む。
【００４３】
　映像復号化装置２００は、符号化器で出力されたビットストリームの入力を受けてイン
トラモードまたはインターモードで復号化を行って再構成された映像、すなわち復元映像
を出力することができる。イントラモードの場合、スイッチがイントラに転換され、イン
ターモードの場合、スイッチがインターに転換され得る。映像復号化装置２００は、入力
を受けたビットストリームから復元された残余ブロック（ｒｅｓｉｄｕａｌ　ｂｌｏｃｋ
）を得て予測ブロックを生成した後、復元された残余ブロックと予測ブロックを加えて再
構成されたブロック、すなわち復元ブロックを生成することができる。
【００４４】
　エントロピー復号化部２１０は、入力されたビットストリームを確率分布によってエン
トロピー復号化し、量子化された係数（ｑｕａｎｔｉｚｅｄ　ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）
形態のシンボルを含むシンボル等を生成することができる。エントロピー復号化方法は、
２進数の列の入力を受けて各シンボル等を生成する方法である。エントロピー復号化方法
は、前述したエントロピー符号化方法と類似である。
【００４５】
　量子化された係数は、逆量子化部２２０で逆量子化されて逆変換部２３０で逆変換され
、量子化された係数が逆量子化／逆変換された結果、復元された残余ブロック（ｒｅｓｉ
ｄｕａｌ　ｂｌｏｃｋ）が生成され得る。
【００４６】
　イントラモードの場合、イントラ予測部２４０は、現在ブロック周辺の既に符号化され
たブロックの画素値を利用して空間的予測を行って予測ブロックを生成することができる
。インターモードの場合、動き補償部２５０は、動きベクトル及び参照映像バッファ２７
０に貯蔵されている参照映像を利用して動き補償を行うことにより予測ブロックを生成す
ることができる。
【００４７】
　復元された残余ブロックと予測ブロックは加算器２５５を介して加えられ、加えられた
ブロックはフィルタ部２６０を経る。フィルタ部２６０は、デブロッキングフィルタ、Ｓ
ＡＯ、ＡＬＦのうち少なくとも一つ以上を復元ブロックまたは復元ピクチャに適用するこ
とができる。フィルタ部２６０は、再構成された映像、すなわち復元映像を出力する。復
元映像は、参照映像バッファ２７０に貯蔵されて画面間予測に用いられ得る。
【００４８】
　前記映像復号化装置２００に含まれているエントロピー復号化部２１０、逆量子化部２
２０、逆変換部２３０、イントラ予測部２４０、動き補償部２５０、フィルタ部２６０及
び参照映像バッファ２７０のうち映像の復号化に直接的に係る構成要素等、例えば、エン
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トロピー復号化部２１０、逆量子化部２２０、逆変換部２３０、イントラ予測部２４０、
動き補償部２５０、フィルタ部２６０などを他の構成要素と区分して復号化部またはデコ
ーディング部で表現することができる。
【００４９】
　また、映像復号化装置２００は、ビットストリームに含まれているエンコーディングさ
れた映像に係る情報をパッシングする、示していないパッシング部をさらに含むことがで
きる。パッシング部は、エントロピー復号化部２１０を含むこともでき、エントロピー復
号化部２１０に含まれることもできる。このようなパッシング部はまた、デコーディング
部の一つの構成要素として具現されることもできる。
【００５０】
　図３は、本発明が適用され得る、複数階層を利用したスケーラブルビデオコーディング
構造の一実施形態を概略的に示す概念図である。図３において、ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　ｏ
ｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）はピクチャ群、すなわちピクチャのグループを示す。
【００５１】
　映像データを転送するためには伝送媒体が必要であり、その性能は多様なネットワーク
環境によって転送媒体別に差がある。このような多様な転送媒体またはネットワーク環境
への適用のためにスケーラブルビデオコーディング方法が提供され得る。
【００５２】
　スケーラブルビデオコーディング方法は、階層（ｌａｙｅｒ）間のテクスチャ情報、動
き情報、残余信号などを活用して階層間の重複性を除去して符号化／復号化性能を高める
コーディング方法である。スケーラブルビデオコーディング方法は、転送ビットレート、
転送エラーレート、システム資源などの周辺条件によって、空間的、時間的、画質的、視
点的観点で多様なスケーラビリティを提供することができる。
【００５３】
　スケーラブルビデオコーディングは、多様なネットワーク状況に適用可能なビットスト
リームを提供できるように、複数階層（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｌａｙｅｒｓ）構造を用いて
行われ得る。例えば、スケーラブルビデオコーディング構造は、一般的な映像符号化方法
を利用して映像データを圧縮して処理する基本階層を含むことができ、基本階層の符号化
情報及び一般的な映像符号化方法を共に用いて映像データを圧縮処理する向上階層を含む
ことができる。
【００５４】
　ここで、階層（ｌａｙｅｒ）は空間（ｓｐａｔｉａｌ、例えば、映像の大きさ）、時間
（ｔｅｍｐｏｒａｌ、例えば、符号化順序、映像出力順序、フレームレート）、画質、視
点、複雑度などを基準に区分される映像、及びビットストリーム（ｂｉｔｓｔｒｅａｍ）
の集合を意味する。また、基本階層（Ｂａｓｅ　ｌａｙｅｒ）は下位階層または参照階層
、向上階層（Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ）は上位階層を意味することができる
。また、複数の階層は互いに従属性を有することもできる。
【００５５】
　図３を参照すれば、例えば基本階層はＳＤ（ｓｔａｎｄａｒｄ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ
）、１５Ｈｚのフレームレート、１Ｍｂｐｓのビットレートに定義され得、第１向上階層
はＨＤ（ｈｉｇｈ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）、３０Ｈｚのフレームレート、３．９Ｍｂｐ
ｓのビットレートに定義され得、第２向上階層は４Ｋ－ＵＨＤ（ｕｌｔｒａ　ｈｉｇｈ　
ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）、６０Ｈｚのフレームレート、２７．２Ｍｂｐｓのビットレート
に定義され得る。前記フォーマット（ｆｏｒｍａｔ）、フレームレート、ビットレートな
どは一つの実施例として、必要に応じて異に定められ得る。また、用いられる階層の数も
本実施例に限定されず、状況に応じて異に定められ得る。
【００５６】
　例えば、伝送帯域幅が４Ｍｂｐｓであれば、前記第１向上階層ＨＤのフレームレートを
減らして１５Ｈｚ以下に転送することができる。スケーラブルビデオコーディング方法は
、前記図３の実施例で前述した方法によって時間的、空間的、画質的、視点的スケーラビ
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【００５７】
　スケーラブルビデオコーディングは、以下の符号化観点ではスケーラブルビデオ符号化
、復号化観点ではスケーラブルビデオ復号化と同一の意味を有する。
【００５８】
　本発明は、複数の階層（ｌａｙｅｒ）または視点（ｖｉｅｗ）を含む映像の符・復号化
（ｅｎ－／ｄｅ－ｃｏｄｉｎｇ）過程に関するものであって、前記複数の階層または視点
は、第１、第２、第３、第ｎ階層または視点で表現することができる。以下の説明では、
第１階層と第２階層が存在するピクチャを例として記述し、それ以上の階層または視点に
も同一の方法で適用することができる。また、前記第１階層は下位（ｂａｓｅ）階層、第
２階層は上位（ｕｐｐｅｒ）階層として表現することもできる。また、前記第１階層は参
照（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）階層、第２階層は向上（ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ）階層として
表現され得る。
【００５９】
　第２階層のピクチャ／ブロックに対応する第１階層のピクチャ／ブロックは、前記第２
階層ピクチャ／ブロックの大きさに合わせて変更することができる。すなわち、第１階層
のピクチャ／ブロックの大きさが第２階層のピクチャ／ブロックより小さい場合、アップ
サンプリング（ｕｐ－ｓａｍｐｌｉｎｇ）、ｒｅ－ｓａｍｐｌｉｎｇなどの方法を利用し
てスケーリング（ｓｃａｌｉｎｇ）することができる。
【００６０】
　また、第１階層のピクチャは、前記第２階層の参照ピクチャリスト（ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｌｉｓｔ）に追加して第２階層の映像符／復号化に利用され得る。
このとき、第２階層は通常の画面間予測のように参照ピクチャリストにある第１階層映像
を利用して予測及び符／復号化を行うことができる。
【００６１】
　符／復号化のためのブロックの大きさは、４×４、８×８、１６×１６、３２×３２、
６４×６４などＮ×Ｎ形態の正四角形または４×８、１６×８、８×３２などのＮ×Ｍ形
態の直四角形であってもよく、ブロックの単位は符号化ブロック（ＣＢ：Ｃｏｄｉｎｇ　
Ｂｌｏｃｋ）、予測ブロック（ＰＢ：Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）、変換ブロッ
ク（ＴＢ：Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　Ｂｌｏｃｋ）のうち少なくとも一つであってもよく、そ
れぞれ互いに異なる大きさを有し得る。
【００６２】
　以下で、スケーラブルビデオ、すなわち多階層構造を用いる映像の符号化及び復号化方
法のうち上位階層の符号化及び復号化対象となるブロック（以下、現在ブロックまたは対
象ブロックと称する）の予測ブロック、すなわち予測信号を生成する方法に対して検討し
てみる。以下発明の内容（方法または装置）は、通常、符号化器と復号化器に同一に適用
され得る。
【００６３】
　一方、現在ＳＨＶＣ（Ｓｃａｌａｂｌｅ　Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅ
ｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）及びＭＶ－ＨＥＶＣ（Ｍｕｌｔｉｖｉｅｗ－Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉ
ｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）の標準草案で、ビデオパラメータ拡張（ｖｉｄｅ
ｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ　ｓｅｔ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ, ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ）
でレイヤセットに用いられるプロファイル、ティア及びレベルを示すシンタックス要素（
ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ）は表１のように記述（ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ
）されている。
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【表１】

【００６４】
　表１を参照すれば、ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ＿ｍｉｎ
ｕｓ１で特定される値は、ＶＰＳ内のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシン
タックス構造（ｓｙｎｔａｘ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ）の個数を示す。
【００６５】
　ｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］が「１」であれば、ｉ番目
のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造内にプロファイル及び
ティア情報（ｐｒｏｆｉｌｅ　ａｎｄ　ｔｉｅｒ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が存在する
ことを示し、「０」であれば、ｉ番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシ
ンタックス構造内にプロファイル及びティア情報が存在せずに類推されることを示す。
【００６６】
　ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］は、ｉ番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ
＿ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造のためのプロファイル及びティア情報は、（ｐｒｏ
ｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］＋１番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅ
ｌ（）のシンタックス構造のためのプロファイル及びティア情報と同一であるものと類推
されることを示す。このとき、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］に１を足し
合わせた値は、ｉと同一であるか、小さくなければならない。
【００６７】
　表１のような現在標準草案によれば、ｉが１であり、ｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅ
ｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［１］が０の値を有する場合、１番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿
ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造のためのプロファイル及びティア情報は、（ｐｒｏｆ
ｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［１］＋１番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ
（）のシンタックス構造から類推しなければならない。すなわち、「ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｒ
ｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［１］＋１」の値が１と同一であるか、０を有しなければならない。
「ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［１］＋１」が０であれば、ｐｒｏｆｉｌｅ＿
ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［１］が－１値を有することとなり、ｕ（６）に符号化されるｐｒ
ｏｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］のシンタックス定義に違背される。
【００６８】
　また、（ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［１］＋１が「１」値を有するとする
場合、１番目のプロファイル及びティア情報を１番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅ
ｖｅｌのシンタックス構造から類推しなければならない問題が発生することができる。
【００６９】
　このような問題点を解決するために前記シンタックスに対するセマンティックスに「一
番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌのシンタックス構造（ｓｙｎｔａｘ　ｓｔ
ｒｕｃｔｕｒｅ）に対しては、常にｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ
［１］が１にならなければならない。」のような制約を追加することができる。この場合
、表１のｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］に対するセマンティ
ックスは次のように表現され得る。
【００７０】
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　ｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］が「１」であれば、ｉ番目
のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造内にプロファイル及び
ティア情報（ｐｒｏｆｉｌｅ　ａｎｄ　ｔｉｅｒ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が存在する
ことを示し、ｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］が「０」であれ
ば、ｉ番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造内にプロフ
ァイル及びティア情報が存在せずに類推されることを指示することを示すことができる。
一番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌのシンタックス構造のためのｖｐｓ＿ｐ
ｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［１］は、１の値を有しなければならない。
【００７１】
　また、他の実施例によれば、前記のような問題点を解決するために表２のようなシグナ
リング方法を考慮することができる。
【表２】

【００７２】
　表２を参照すれば、ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ＿ｍｉｎ
ｕｓ１で特定される値は、ＶＰＳ内のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシン
タックス構造（ｓｙｎｔａｘ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ）の個数を示す。
【００７３】
　ｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］が「１」であれば、ｉ番目
のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造内にプロファイル及び
ティア情報（ｐｒｏｆｉｌｅ　ａｎｄ　ｔｉｅｒ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が存在する
ことを示し、ｖｐｓ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［ｉ］が「０」であれ
ば、ｉ番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ（）のシンタックス構造内にプロフ
ァイル及びティア情報が存在せず、ｉ－１番目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌ
（）のシンタックス構造のプロファイル及びティア情報から類推されることを示す。一番
目のｐｒｏｆｉｌｅ＿ｔｉｅｒ＿ｌｅｖｅｌのシンタックス構造のためのｖｐｓ＿ｐｒｏ
ｆｉｌｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ［１］は、１の値を有しなければならない。
【００７４】
　表２による場合、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｒｅｆ＿ｍｉｎｕｓ１［１］はシグナリングされな
い。
【００７５】
　本発明のまた他の実施例によれば、エントロピーデコーダのないＭＡＮＥ（Ｍｅｄｉａ
　Ａｗａｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）でもＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
をパッシングできるように、ＶＰＳのシンタックス構造を変更することができる。表３か
ら５は、本発明のいくつかの側面によるＶＰＳを示している。
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【表５】

【００７６】
　表３を参照すれば、ＶＰＳで転送されるシンタックス要素（ｓｙｎｔａｘ　ｅｌｅｍｅ
ｎｔ）のｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔは、ＶＰＳ　ＮＡＬユニットの開始
点から「ａｖｃ＿ｂａｓｅ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」のシンタックスで始まる固定長符号
化情報（ｆｉｘｅｄ　ｌｅｎｇｔｈ　ｃｏｄｅｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）までのバイ
トオフセット（ｂｙｔｅ　ｏｆｆｓｅｔ）を示す。
【００７７】
　ｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔによって定義されるバイトオフセットは、
ＶＰＳ　ＮＡＬユニット内のエントロピーデコーディングを必要とせずにセッション交渉
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（ｓｅｓｓｉｏｎ　ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ）を可能にする基本情報等に接近できるよう
にする。
【００７８】
　例えば、エントロピーデコーダのないＭＡＮＥ（Ｍｅｄｉａ　Ａｗａｒｅ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）は、ｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔによって記
述されるバイトオフセット値に基づいて、エントロピー復号化が必要でない基本情報をパ
ッシングしてセッション交渉に用いることができる。
【００７９】
　エントロピーデコーダのないＭＡＮＥは、セッション交渉のためにｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎ
ｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔ情報に基づいてｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔ以後
の情報をエントロピーデコーディングせずに、表４のＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内の出
力レイヤセット（ｏｕｔｐｕｔ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）情報をパッシングする場合、レ
イヤ識別子リスト内のレイヤ個数の意味を示す変数ＮｕｍＬａｙｅｒｓＩｎＩｄＬｉｓｔ
は、表３のｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔ以後に記述されるレイヤセット（
ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）に対する情報、すなわち、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ
＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］から計算される値でエントロピーデコーディングされなければな
らない。
【００８０】
　エントロピーデコーディングなく、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内の出力レイヤセット
情報をセッション交渉などに用いることができるように、表５でのようにＶＰＳ　ｅｘｔ
ｅｎｓｉｏｎ内にレイヤセット（ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）に対する情報を記述することが
できる。
【００８１】
　一方、表５のＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内に記述されるレイヤセット（ｌａｙｅｒ　
ｓｅｔｓ）に係るシンタックス要素等の意味（ｓｅｍａｎｔｉｃｓ）は次の通りである。
【００８２】
　ｖｐｓ＿ｍａｘｉｍｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄは、ＶＰＳで記述されるｖｐｓ＿ｍａｘ＿
ｌａｙｅｒ＿ｉｄと同一に、ＣＶＳ内の全てのＮＡＬユニットで許容される最大ｎｕｈ＿
ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値を示し、ＶＰＳで記述されるｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄと同
一の値を有することができる。
【００８３】
　ｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１で特定される値はレイヤ
セットの個数を表すと、ｖｐｓ＿ｖｕｉ＿ｏｆｆｓｅｔ以前にシグナリングされ得る。
【００８４】
　ＶＰＳで記述されるｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］と同
一に、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｎｕｈ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］が１であれ
ば、ｊと同一のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値がレイヤ識別子リスト（ｌａｙｅｒ　ｉｄｅ
ｎｔｉｆｉｅｒ　ｌｉｓｔ、ｌａｙｅｒＳｅｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ［ｉ］）に含まれ
ることを示し、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｎｕｈ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］が
０であれば、ｊと同一の　ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値がレイヤ識別子リスト（ｌａｙｅ
ｒＳｅｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ［ｉ］）に含まれないことを示す。ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿
ｎｕｈ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］は、ＶＰＳで記述されるｌａｙｅｒ＿
ｉｄ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］と同一の値を有しなければならない。
【００８５】
　１からｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１までの値を有し得
るｉに対するｎｕｍＬａｙｅｒｓＩｎＩｄＬｉｓｔ［ｉ］とレイヤ識別子リスト（ｌａｙ
ｅｒＳｅｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ［ｉ］）は、下記のように求めることができる。
【００８６】
　　ｎ＝０
　　ｆｏｒ　（　ｍ　＝　０；　ｍ　＜＝　ｖｐｓ＿ｍａｘｉｍｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
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；　ｍ＋＋）
　　　　ｉｆ　（ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｎｕｈ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｍ］
）
　　　　　　ｌａｙｅｒＳｅｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ［ｉ］［ｎ＋＋］　＝　ｍ
　　ｎｕｍＬａｙｅｒｓＩｎＩｄＬｉｓｔ［ｉ］　＝　ｎ
　多階層基盤の映像符号化復号化方法では、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎに記述されたｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｎｕｈ＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］に基づいて、ＶＰＳ
　ＶＵＩビットストリーム分割ＨＲＤ（ＶＰＳ　Ｖｉｄｅｏ　ｕｓａｂｉｌｉｔｙ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｉｔｓｔｒｅａｍ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　ｈｙｐｏｔｈｅｔｉｃ
ａｌ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｄｅｃｏｄｅｒ）パラメータシンタックス、ビットストリー
ム分割ＨＲＤ（Ｂｉｔｓｔｒｅａｍ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎ　ＨＲＤ）パラメータＳＥＩメ
ッセージ（ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｌ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｍｅｓｓａｇｅ）シンタックスなどを記述するか、レイヤセットに関する情報を解釈
することができる。
【００８７】
　本発明のまた他の実施例によれば、表６のようにＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内にレイ
ヤセット（ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）に対する情報を記述することができる。
【表６】

【００８８】
　表６は、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内のレイヤセット（ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）に対
する情報を示しており、このようなＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内の出力レイヤセット情
報を利用して、エントロピーデコーディングがなくともセッション交渉などが行われ得る
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。
【００８９】
　レイヤセットに関するシンタックス（ｖｐｓ＿ｍａｘｉｍｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ、ｖ
ｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｎｕｈ
＿ｉｎｃｌｕｄｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］）は、シンタックス要素ｖｐｓ＿ｖｕｉ＿ｏ
ｆｆｓｅｔの上に記述され得る。
【００９０】
　さらに、階層間従属性可否を報知するシンタックス要素ｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅｐｅｎｄｅ
ｎｃｙ＿ｆｌａｇの位置を、ｖｐｓ＿ｖｕｉ＿ｏｆｆｓｅｔの上に変更させることができ
る。この場合、ｖｐｓ＿ｖｕｉ＿ｏｆｆｓｅｔ以後のシンタックス要素をパッシングしな
くとも、ｖｐｓ＿ｖｕｉ＿ｏｆｆｓｅｔ値を用いてｖｐｓ＿ｖｕｉに対する情報を把握す
ることができる。
【００９１】
　また他の実施例によって、表７のようにＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ内にレイヤセット
（ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）に対する情報を記述することができる。
【表７】

【００９２】
　表７を参照すれば、ＶＰＳ内に存在するレイヤセットに関するシンタックス要素等の位
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置は、ｖｐｓ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｏｆｆｓｅｔ以前に位置され得る。
【００９３】
　既存に可変的なビット数ｕｅ（Ｖ）で符号化されていたｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｌａｙｅｒ＿
ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、エントロピーデコーディングを避けるために固定ビット数ｕ
１０で符号化され得、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで記述されている同一機能のｖｐｓ＿
ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１は削除され得る。
【００９４】
　一方、ＶＰＳ　ＶＵＩで記述されるビデオシグナリング情報は、セッション交渉に用い
られ得る情報であり、ＶＰＳ　ＶＵＩは表８の通りである。
【表８】

【００９５】
　表８を参考すれば、ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿
ｆｌａｇが１であれば、シンタックス要素ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿
ｉｎｆｏ＿ｍｉｎｕｓ１とｖｐｓ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ［ｉ］
が存在することを示し、ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ＿ｐｒｅｓｅｎｔ
＿ｆｌａｇが０であれば、シンタックス要素ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ
＿ｉｎｆｏ＿ｍｉｎｕｓ１とｖｐｓ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ［ｉ
］が存在しないことを示す。
【００９６】
　ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｍｉｎｕ１に１を足し合わせ
た値は、ＶＰＳ内のｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ（）のシンタックス構造（ｓｙ
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ｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｍｉｎｕ１が存在しない場合、ｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇ
ｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｍｉｎｕｓ１の個数はＭａｘＬａｙｅｒｓＭｉｎｕｓ１の値と同一で
あるものと類推される。
【００９７】
　ｖｐｓ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘは、ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿
ｎｕｈ［ｉ］と同一のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有する階層に適用されるｖｉｄｅｏ＿
ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ（）のシンタックス構造リストのインデックスを示す。ｖｐｓ＿
ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘが存在しない場合、ｖｐｓ＿ｖｉｄｅｏ＿
ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ［ｉ］は（ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄ
ｘ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ　？　０：ｉ）に類推される。ｖｐｓ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉ
ｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ［ｉ］は、０からｖｐｓ＿ｎｕｍ＿ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａ
ｌ＿ｉｎｆｏ＿ｍｉｎｕｓ１の範囲に存在することができる。
【００９８】
　現在ＳＨＶＣ及びＭＶ－ＨＥＶＣ標準草案では、表８のようにビデオシグナリング情報
以前に指数ゴロム（Ｅｘｐ－ｇｏｌｏｍｂ）コード（ｕｅ（ｖ））に符号化されたシンタ
ックス要素等が存在するため、エントロピーデコーダのないＭＡＮＥではビデオシグナリ
ング情報をセッション交渉に用いることができない問題が発生することがある。
【００９９】
　このような問題点を解決するために、すなわちＶＰＳ　ＶＵＩ内のビデオシグナリング
情報をエントロピーデコーディングなしにセッション交渉に用いるため、表９のようにエ
ントロピーデコーディングがなくとも接近可能な位置でビデオシグナリング情報が記述さ
れ得る。
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【表９】

【０１００】
　表９のようにエントロピーデコーディングなしにビデオシグナリング情報に接近するた
め、ＶＰＳ＿ＶＵＩ内のビットレート（ｂｉｔ＿ｒａｔｅ）及びピクチャレート（ｐｉｃ
＿ｒａｔｅ）に関するシンタックス要素（ｂｉｔ＿ｒａｔｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｖｐｓ＿
ｆｌａｇ、ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｖｐｓ＿ｆｌａｇ、ｂｉｔ＿ｒａｔｅ＿
ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ、ｐｉｃ＿ｒａｔｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇなど）の次に
ビデオシグナリング情報に係るシンタックスを記述することができる。
【０１０１】
　すなわち、ビデオシグナル情報（ｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ）の個数とビデ
オシグナル情報のインデックスを指示する信号の存在可否を指示するフラッグ情報、すな
わちｖｉｄｅｏ＿ｓｉｇｎａｌ＿ｉｎｆｏ＿ｉｄｘ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇを固定さ
れたビットを利用してシグナリングされる信号等の次に受信することにより、エントロピ
ーデコーディングなしにビデオシグナリング情報に接近することができる。
【０１０２】
　一方、本発明の一側面は、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いら
れる有効な参照階層ピクチャの個数を求める多様な方法を提案する。
【０１０３】
　第１方法
　階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチ
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ャの個数を表す変数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は下記のように求
めることができる。第１方法による場合、ピクチャの全てのスライスは同一の「ＮｕｍＡ
ｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」値を有するものと限定され得る。
【０１０４】
　（１）現在ピクチャが属している階層のレイヤ識別子に当該する「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ
＿ｉｄ」が０であるか、現在ピクチャが属している階層の直接参照階層の個数「ＮｕｍＤ
ｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ」が０である場合、階層間予測のために現在ピクチャのデ
コーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬ
ａｙｅｒＰｉｃｓ」は０に設定することができる。すなわち、レイヤがベースレイヤであ
るか、直接的に参照するレイヤの個数が０であれば、現在ピクチャのデコーディングに用
いられる有効な参照階層ピクチャの個数は０に設定される。
【０１０５】
　（２）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで記述さ
れるシンタックス要素「ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇ」値が
１である場合、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参
照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、数式１、数
式２または数式３から求められた変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」の値に設定さ
れ得る。
【０１０６】
　ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇが１であれば、ビデオパラメ
ータセットを参照している各ピクチャに対して、当該ピクチャを含む階層の全ての直接参
照階層に属する直接参照階層ピクチャのうち、現在ピクチャと同一のアクセスユニットに
存在して当該ピクチャの階層間参照ピクチャセットに含まれた全ての直接参照ピクチャが
階層間予測に用いられることを示す。同一アクセスユニットが存在するかの可否及び階層
間参照ピクチャセットを含むかの可否は、各階層の最大時間サブ階層情報（ｓｕｂ＿ｌａ
ｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］）と各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階
層の最大許容値（ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］）
で指示され得る。
【０１０７】
　ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇが０であれば、前記制約が適
用されるか、適用されないこともあり得ることを示す。
【０１０８】
　このようなａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇは、ｄｅｆａｕｌ
ｔ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇのようなシンタックスで表現される
こともある。
【０１０９】
　現在ピクチャと同一のアクセスユニット内に階層間予測のために用いることができる参
照階層ピクチャの個数を指示する変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は次のように
誘導され得る。
【数１】

【０１１０】



(24) JP 2017-508417 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

　数式１を参照すれば、変数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ［］」はＶＰＳ　
ｅｘｔｅｎｓｉｏｎに記述されたシンタックス要素「ｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｃ
ｙ＿ｆｌａｇ」から計算された現在階層が直接参照している参照階層の個数を示す。
【０１１１】
　「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」は、各階層の最大時
間サブ階層情報を示し、「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］
［ｊ］」は、各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値を示し、「Ｔｅ
ｍｐｏｒａｌＩｄ」は現在ピクチャの時間的識別子を示す。
【０１１２】
　数式１によれば、現在ピクチャを含んでいる階層の直接参照階層のうち、参照階層の「
ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」値が現在ピクチャの「Ｔ
ｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きいか同一であり、現在階層に対する参照階層の「ｍａｘ
＿ｔｉｌｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」値が現在ピクチャの時
間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きい参照階層のピクチャのみ階層間予測の
ために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る直接参照階層ピクチャとしてみなさ
れ得る。
【０１１３】
　一方、シンタックス要素「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ
］［ｊ］」が「０」の場合、「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］」と同一の「ｎｕ
ｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」を有するＩＲＡＰではないピクチャ（ｎｏｎ－ｉｎｔｒａ　ｒａ
ｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ　ｐｉｃｔｕｒｅ）は「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿
ｎｕｈ［ｊ］」と同一の「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」値を有するピクチャに対して階層
間予測のための参照ピクチャとして用いることができない。このような制約事項を反映す
るために数式１は下記数式２に代替され得る。
【数２】

【０１１４】
　数式２において、変数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ［］」はＶＰＳ　ｅｘ
ｔｅｎｓｉｏｎに記述されたシンタックス要素「ｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿
ｆｌａｇ」から計算された現在階層が直接参照している参照階層の個数を示す。
【０１１５】
　「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」は、各階層の最大時
間サブ階層情報を示し、「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］
［ｊ］」は各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値を示し、「Ｔｅｍ
ｐｏｒａｌＩｄ」は現在ピクチャの時間的識別子を示す。
【０１１６】
　数式２によれば、現在ピクチャを含んでいる階層の直接参照階層のうち、「ｍａｘ＿ｔ
ｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」値が「０」の場合、現在ピク
チャの時間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値と参照階層の「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿
ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」値が「０」と同一であり、参照階層の「ｓ
ｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」値が現在ピクチャの時間的
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識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きいか同一である参照階層のピクチャのみ階層
間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピクチャとみなさ
れ得る。この場合、参照階層のピクチャは、ＩＲＡＰピクチャであるものと制約を置くこ
とができる。
【０１１７】
　「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」が「０」より
大きい場合、参照階層の「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］
」値が現在ピクチャの時間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きいか同一であり
、参照階層の「ｍａｘ＿ｔｉｌｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」
値が現在ピクチャの時間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きい参照階層のピク
チャのみ階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピク
チャとみなされ得る。
【０１１８】
　他の実施例によれば、シンタックス要素「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿
ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」が「０」の場合、「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｉ］」
と同一の「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」を有するＩＲＡＰではないピクチャ（ｎｏｎ－ｉ
ｎｔｒａ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ　ｐｉｃｔｕｒｅ）は、「ｌａｙｅ
ｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［ｊ］」と同一の「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」値を有するピク
チャに対して階層間予測のための参照ピクチャとして用いることができない。このような
制約事項を反映するために数式１は下記数式３に代替され得る。
【数３】

【０１１９】
　数式３において、変数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ［］」はＶＰＳ　ｅｘ
ｔｅｎｓｉｏｎに記述されたシンタックス要素「ｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿
ｆｌａｇ」から計算された現在階層が直接参照している参照階層の個数を示す。
【０１２０】
　「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」は、各階層の最大時
間サブ階層情報を示し、「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］
［ｊ］」は各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値を示し、「Ｔｅｍ
ｐｏｒａｌＩｄ」は現在ピクチャの時間的識別子を示す。
【０１２１】
　数式３によれば、参照階層の「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［
ｉ］」値が現在ピクチャの時間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きいか同一で
あり、現在ピクチャの時間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値が「０」を有するか、参
照階層の「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」値が現
在ピクチャの時間的識別子「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ」値より大きい場合にのみ当該参照階
層のピクチャを現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピクチャとみなさ
れ得る。
【０１２２】
　（３）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、現在ピクチャのスライスセグメントヘ
ッダーで記述されたシンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇ」が「０」である場合、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディン
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ｉｃｓ」は「０」に設定され得る。ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ
＿ｆｌａｇは、現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられるのか否かを示す
。
【０１２３】
　（４）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、ＶＰＳで記述されたシンタックス要素
「ｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」が１であるか、現在
ピクチャが属している階層の直接参照階層の個数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒ
ｓ」が１の場合には、数式１、数式２または数式３から求められた変数「ｎｕｍＲｅｆＬ
ａｙｅｒＰｉｃｓ」が「０」より大きいと、階層間予測のために現在ピクチャのデコーデ
ィングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅ
ｒＰｉｃｓ」は「１」に設定され得る。もし、数式１、数式２または数式３から求められ
た変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」が「０」であれば、階層間予測のために現在
ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉ
ｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は「０」に設定され得る。
【０１２４】
　「ｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」値が「１」であれ
ば、最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間
予測のために用いられることを示し、「ｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙ
ｅｒ＿ｆｌａｇ」値が「０」であれば、一つ以上のピクチャが階層間予測のために用いら
れ得ることを示す。
【０１２５】
　（５）（１）から（４）の全ての条件を満足しない場合、階層間予測のために現在ピク
チャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅ
ＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、スライスセグメントヘッダーに転送されるシンタックス
要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」に「１」を
足し合わせた値に設定され得る。
【０１２６】
　（６）（１）から（５）でｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓは、当該階層のｎｕｈ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄ値が「ｋ」であり、時間的サブ階層識別子であるＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値
が「ｍ」の場合にｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｋ］［ｍ］のように表現され得、数
式４または数式５から計算され得る。
【０１２７】
　ビットストリームに含まれた全体階層に対して、各階層のサブ階層ピクチャのデコーデ
ィングに用いられ得る参照階層ピクチャの個数を指示する変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒ
Ｐｉｃｓ」をＶＰＳレベルに誘導するための数式１は数式４または数式５に代替され得る
。この場合、「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、「ｎｕｍＲｅｆＬａｙ
ｅｒＰｉｃｓ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］［ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ］」に代替され得る
。
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【数４】

【０１２８】
　数式４において、変数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ［］」はＶＰＳ　ｅｘ
ｔｅｎｓｉｏｎに記述されたシンタックス要素「ｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿
ｆｌａｇ」から計算された現在階層が直接参照している参照階層の個数を示す。
【０１２９】
　「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」は、各階層の最大時
間サブ階層情報を示し、「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］
［ｊ］」は各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値を示し、「ｖｐｓ
＿ｍａｘ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１」はＶＰＳに記述された全体階層で許容
可能な最大サブ階層情報を示す。
【０１３０】
　数式４の参照階層ピクチャに対する「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ」は、ＶＣＬ　
ＮＡＬユニットヘッダーに存在する「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」値を意味する。
【０１３１】
　数式４によれば、先ず上位レベル（例えば、ＶＰＳ）で各階層（０～ｖｐｓ＿ｍａｘ＿
ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１を対象として、０から「ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅ
ｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１」までｔｉｄ（Ｔｅｍｐｏｒａｌ）値を有するサブ階層に対して、直
接参照階層から参照可能なサブ階層の存在可否が判断される。
【０１３２】
　判断の結果、参照可能なサブ階層が存在する場合、当該サブ階層に対する「ｌａｙｅｒ
＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ」値をＲｅｆＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔＦｏｒＴｉｄ［［ｌＩｄ］［
ｔＩｄ］［ｋ＋＋］に代入することができる。ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｌＩｄ
］［ｔＩｄ］はｌＩｄ階層に対してｔＩｄ値を有するサブ階層が有する参照可能なサブ階
層の数を意味する。
【０１３３】
　参照可能なサブ階層の存在可否は、参照階層の「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａ
ｘ＿ｍｉｎｕｓ１［］」値が現在ピクチャの「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ（ｔＩｄ）」値より
大きいか同一であり、参照階層の「ｍａｘ＿ｔｉｌｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕ
ｓ１［］［］」値が現在ピクチャの「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ（ｔＩｄ）」値より大きいか
、現在ピクチャのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ（ｔＩｄ）値が０である場合、当該参照階層のピ
クチャのみ階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピ
クチャと判断され得る。
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【数５】

【０１３４】
　数式５で、変数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ［］」は、ＶＰＳ　ｅｘｔｅ
ｎｓｉｏｎに記述されたシンタックス要素「ｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｆｌ
ａｇ」から計算された現在階層が直接参照している参照階層の個数を示す。
【０１３５】
　「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」は、各階層の最大時
間サブ階層情報を示し、「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］
［ｊ］」は各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値を示す。
【０１３６】
　数式５の参照階層ピクチャに対する「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ」は、ＶＣＬ　
ＮＡＬユニットヘッダーに存在する「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」値を意味する。
【０１３７】
　数式５によれば、先ず上位レベル（例えば、ＶＰＳ）で各階層（０～ｖｐｓ＿ｍａｘ＿
ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１を対象として０から各階層の最大時間サブ階層「ｓｕｂ＿ｌ
ａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１」までｔｉｄ（Ｔｅｍｐｏｒａｌ）値を有す
るサブ階層に対して、直接参照階層から参照可能なサブ階層の存在可否が判断される。
【０１３８】
　判断の結果、参照可能なサブ階層が存在する場合、当該サブ階層に対する「ｌａｙｅｒ
＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ」値をＲｅｆＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔＦｏｒＴｉｄ［［ｌＩｄ］［
ｔＩｄ］［ｋ＋＋］に代入することができる。ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｌＩｄ
］［ｔＩｄ］はｌＩｄ階層に対して、ｔＩｄ値を有するサブ階層が有する参照可能なサブ
階層の数を意味する。
【０１３９】
　参照可能なサブ階層の存在可否は、参照階層の「ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａ
ｘ＿ｍｉｎｕｓ１［］」値が現在ピクチャの「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ（ｔＩｄ）」値より
大きいか同一であり、参照階層の「ｍａｘ＿ｔｉｌｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕ
ｓ１［］［］」値が現在ピクチャの「ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ（ｔＩｄ）」値より大きいか
、現在ピクチャのＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ（ｔＩｄ）値が０である場合、当該参照階層のピ
クチャのみ階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピ
クチャとして判断され得る。
【０１４０】
　第２方法
　階層間予測のため、現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチ
ャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、下記のように誘導される
こともある。ピクチャの全てのスライスは、同一の「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅ
ｒＰｉｃｓ」値を有するものと限定され得る。
【０１４１】
　（１）現在ピクチャが属している階層の「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」が０の値を有す
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るか、数式１、数式２または数式３から求められた変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃ
ｓ」の値が「０」の場合、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ
る有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は「
０」に設定され得る。
【０１４２】
　（２）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、ＶＰＳで記述されたシンタックス要素
「ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇ」値が１である場合、階層間
予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数
「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、数式１、数式２または数式３から
求められた変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」の値と同一になるように設定され得
る。
【０１４３】
　（３）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、現在ピクチャのスライスセグメントヘ
ッダーで記述されたシンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇ」が「０」であれば、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディング
に用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉ
ｃｓ」は「０」に設定され得る。
【０１４４】
　（４）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、ＶＰＳで記述されたシンタックス要素
「ｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」が１であるか、現在
ピクチャが属している階層の直接参照階層の数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ
」が１の場合、現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個
数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は「１」に設定され得る。
【０１４５】
　（５）（１）から（４）の全ての条件を満足しない場合、階層間予測のために現在ピク
チャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅ
ＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、スライスセグメントヘッダーから転送されるシンタック
ス要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」に「１」
を足し合わせた値に設定され得る。
【０１４６】
　（６）（１）から（５）のｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓは、当該階層のｎｕｈ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄ値が「ｋ」であり、時間的サブ階層識別子であるＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値
が「ｍ」の場合にｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｋ］［ｍ］のように表現され得、数
式４または数式５から誘導され得る。
【０１４７】
　第３方法
　また他の例として、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる有
効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、下記
のように誘導されることもある。ピクチャの全てのスライスは、同一の「ＮｕｍＡｃｔｉ
ｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」値を有するものと限定され得る。
【０１４８】
　（１）現在ピクチャが属している階層の「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」が０の値を有す
るか、数式１、数式２または数式３から求められた変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃ
ｓ」の値が「０」の場合、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ
る有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は「
０」に設定され得る。
【０１４９】
　（２）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、ＶＰＳで記述されたシンタックス要素
「ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇ」値が１である場合、階層間
予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数



(30) JP 2017-508417 A 2017.3.23

10

20

30

「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は数式１、数式２または数式３から求
められた変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」の値と同一になるように設定され得る
。
【０１５０】
　（３）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、現在ピクチャのスライスセグメントヘ
ッダーで記述されたシンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇ」が「０」であれば、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディング
に用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉ
ｃｓ」は「０」に設定され得る。
【０１５１】
　（４）そうではなく、もし（ｅｌｓｅ　ｉｆ）、ＶＰＳで記述されたシンタックス要素
「ｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」値が１であるか、数
式１、数式２または数式３から変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」値が「１」の場
合、現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「Ｎｕｍ
ＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は「１」に設定され得る。
【０１５２】
　（５）（１）から（４）の全ての条件を満足しない場合、階層間予測のために現在ピク
チャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャの個数「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅ
ＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」は、スライスセグメントヘッダーから転送されるシンタック
ス要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」に「１」
を足し合わせた値に設定され得る。
【０１５３】
　（６）（１）から（５）のｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓは、当該階層のｎｕｈ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄ値が「ｋ」であり、時間的サブ階層識別子であるＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値
が「ｍ」の場合にｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｋ］［ｍ］のように表現され得、数
式４または数式５から誘導され得る。
【０１５４】
　一方、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎに記述されたシンタックス要素から計算された現在
階層が直接参照している参照階層の個数を指示する変数「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａ
ｙｅｒｓ［］」、各階層の最大時間サブ階層情報を指示するシンタックス要素「ｓｕｂ＿
ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］」、各階層で階層間予測を許容する
時間的サブ階層の最大許容値を指示するシンタックス要素「ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅ
ｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］」情報、現在ピクチャの時間情報「Ｔｅｍｐｏｒ
ａｌＩｄ」を利用して階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る
参照階層ピクチャの個数を指示する変数「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」を誘導する
場合、階層間予測に用いられるピクチャに関する情報をシグナリングするスライスセグメ
ントヘッダーは、下記の表１０のように記述することができる。
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【表１０】

【０１５５】
　表１０を参照すれば、「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」が０より大きく、ＶＰＳ　ｅｘｔ
ｅｎｓｉｏｎで記述されたシンタックス要素「ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉ
ｖｅ＿ｆｌａｇ」が０であり、数式１または数式２から誘導された「ｎｕｍＲｅｆＬａｙ
ｅｒＰｉｃｓ」の値が「０」より大きい場合にのみ、階層間参照ピクチャに対する情報（
ｉｎｔｅｒ－ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ）がシグナリングされ得
る。
【０１５６】
　また、シンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌ
ａｇ」が１であり、「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」の値が「１」より大きい場合に
のみ、階層間参照ピクチャの個数情報を指示するシンタックス要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ
＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」及び階層間参照ピクチャを指示するシ
ンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」がシ
グナリングされ得る。
【０１５７】
　前記条件において、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで記述されたシンタックス要素「ｍａ
ｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」が１である場合には、階層
間参照ピクチャの個数を指示するシンタックス要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿
ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」はシグナリングされないこともある。
【０１５８】
　前記条件において、「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」と「ｎｕｍＲｅ
ｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」の値が同一である場合には、階層間参照ピクチャを指示するシン
タックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」はシグ
ナリングされないこともある。
【０１５９】
　シンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」
は、０から現在ピクチャが属している階層の「ＮｕｍＤｉｒｅｃｔＲｅｆＬａｙｅｒｓ－
１」までの値を有することができ、「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿
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ｉｄｃ［ｉ］」がシグナリングされない場合には、数式１または数式２から誘導された「
ｒｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＩｄｃ［ｉ］」のようなものにも類推され得る。
【０１６０】
　このとき、現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャに対す
る情報は、下記の数式６のように誘導され得る。「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」は現在ピ
クチャの「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」値であり、ＲｅｆＬａｙｅｒＩｄ［］［］は参照
階層の「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉｎ＿ｎｕｈ［］」値を有する。
【数６】

　一方、他の例として数式４または数式５を利用して「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ
」を誘導する場合、階層間予測に用いられるピクチャに関する情報をシグナリングするス
ライスセグメントヘッダーは、下記の表１１のように記述することができる。
【０１６１】
　表１１でｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄは、現在デコーディング対象ピクチャのＮＡＬヘッ
ダーに記述された階層識別子情報であり、ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄは現在デコーディング対
象ピクチャの時間情報、すなわちサブレイヤ階層情報を示す。
【表１１】

【０１６２】
　表１１を参照すれば、「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」が０より大きく、ＶＰＳ　ｅｘｔ
ｅｎｓｉｏｎで記述されたシンタックス要素「ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉ
ｖｅ＿ｆｌａｇ」が０であり、数式４または数式５から誘導された「ｎｕｍＲｅｆＬａｙ
ｅｒＰｉｃｓ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］［ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ］」の値が「０」よ
り大きい場合にのみ、階層間参照ピクチャに対する情報（ｉｎｔｅｒ－ｌａｙｅｒ＿ｐｒ
ｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ）がシグナリングされ得る。
【０１６３】
　また、シンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌ
ａｇ」が１であり、「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］［
ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ］」の値が「１」より大きい場合にのみ、階層間参照ピクチャの個



(33) JP 2017-508417 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

数情報を指示するシンタックス要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃ
ｓ＿ｍｉｎｕｓ１」及び階層間参照ピクチャを指示するシンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿
ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」がシグナリングされ得る。
【０１６４】
　前記条件でＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで記述されたシンタックス要素「ｍａｘ＿ｏｎ
ｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ」が１である場合には、階層間参照ピ
クチャの個数を指示するシンタックス要素「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿
ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」はシグナリングされないこともある。「ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿
ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１」は、０から数式４または数式５から誘導
された「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］［Ｔｅｍｐｏｒ
ａｌＩｄ］－１」値を有することができる。
【０１６５】
　前記条件で「ＮｕｍＡｃｔｉｖｅＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ」と「ｎｕｍＲｅｆＬａｙ
ｅｒＰｉｃｓ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］［ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ］」の値が同一の場
合には、階層間参照ピクチャを指示するシンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐ
ｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」はシグナリングされないこともある。
【０１６６】
　シンタックス要素「ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」
は、０から現在ピクチャが属している階層の「ｎｕｍＲｅｆＬａｙｅｒＰｉｃｓ［ｎｕｈ
＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］［ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ］－１」までの値を有し得ると、「ｉｎｔ
ｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃ［ｉ］」がシグナリングされない場合
にはインデックス「ｉ」値と同一であると類推され得る。
【０１６７】
　このとき、現在ピクチャのデコーディングに用いられる有効な参照階層ピクチャに対す
る情報は、下記の数式７のように誘導され得る。「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」は現在ピ
クチャの「ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ」値であり、ＲｅｆＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔＦｏｒ
Ｔｉｄ［］［］は数式４または数式５から誘導された参照階層の「ｌａｙｅｒ＿ｉｄ＿ｉ
ｎ＿ｎｕｈ［］」値を有する変数である。

【数７】

【０１６８】
　一方、現在ＳＨＶＣ及びＭＶ－ＨＥＶＣ標準草案では、ターゲットデコーディング階層
に対する情報（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ）とターゲット出力階層に対
する情報（ＴａｒｇｅｔＯｐｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ）は数式８のように誘導される。

【数８】

【０１６９】
　数式８を参照すれば、変数ＴａｒｇｅｔＯｐｔＬａｙｅｒＳｅｔＩｄｘはターゲット出
力レイヤセットインデックスを示し、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで記述されるシンタッ
クス要素のｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄｘ＿ｍｉｎｕｓ１［］によってレイ
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ヤセット（ｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓ）インデックスに変換され得る。
【０１７０】
　ＮｕｍＬａｙｅｒｓＩｎＩｄＬｉｓｔはレイヤセットに含まれている階層の数を示し、
ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔはレイヤセットに含まれてデコーディングさ
れなければならない階層のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値を指示する。ＴａｒｇｅｔＯｐｔ
ＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔはレイヤセットに含まれて出力されなければならない階層のｎｕ
ｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値を指示する。
【０１７１】
　ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇが１である階層のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄのみ
が、ＴａｒｇｅｔＯｐｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔに含まれ得る。
【０１７２】
　ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［］［］は、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで出力
レイヤセット（ｏｕｔｐｕｔ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｔ）単位でシグナリングされる。
【０１７３】
　しかし、数式８では出力レイヤセット（ｏｕｔｐｕｔ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｔ）単位では
ないレイヤセット（ｌａｙｅｒ　ｓｅｔ）単位でｏｕｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ値を
判断しているので、出力される階層の情報を正常に識別することができない問題が発生す
ることがある。
【０１７４】
　また、ｉが０からｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１範囲の
値を有するｉ番目の出力レイヤセット（ｏｕｔｐｕｔ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｔ）に対するｏ
ｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］を明示していないので、出力される階層
の情報を正常に識別することができない問題が発生することがある。
【０１７５】
　前記のような問題を解決するため、ターゲットデコーディング階層に対する情報（Ｔａ
ｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ）とターゲット出力階層に対する情報（Ｔａｒｇ
ｅｔＯｐｔＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ）を誘導するための数式８を数式９のように変更する
ことができる。
【０１７６】
　数式９を利用してｉが０からｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕ
ｓ１範囲の値を有するｉ番目の出力レイヤセット（ｏｕｔｐｕｔ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｔ）
に対するｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］値が明示され得る。
【数９】

【０１７７】
　数式９で、ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］が１であれば、ｉ番目の
出力レイヤセット内にｊ番目の階層がターゲット出力階層であることを示し、ｏｕｔｐｕ
ｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］が０であればｉ番目の出力レイヤセット内にｊ番
目の階層がターゲット出力階層ではないことを示す。
【０１７８】
　ターゲット出力レイヤセットインデックス（ＴａｒｇｅｔＯｐｔＬａｙｅｒＳｅｔＩｄ
ｘ）が指示する出力レイヤセット内のｊ番目レイヤの出力可否を指示する出力レイヤフラ
ッグ（ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ）が１であれば、ターゲット出力階層に対す
る情報を有しているターゲット出力レイヤアイディリスト（ＴａｒｇｅｔＯｐｔＬａｙｅ
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ｒＩｄＬｉｓｔ）は、ターゲットデコーディングレイヤセットインデックス（Ｔａｒｇｅ
ｔＤｅｃＬａｙｅｒＳｅｔＩｄｘ）が指示するレイヤセット内のｊ番目レイヤのｌａｙｅ
ｒ＿ｉｄ値で構成され得る。
【０１７９】
　ターゲットデコーディングレイヤセットインデックス（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒ
ＳｅｔＩｄｘ）は、ビデオパラメータセットでシグナリングされる出力レイヤセットイン
デックス情報から特定され得る。
【０１８０】
　ターゲットデコーディング階層に対する情報を有しているターゲットデコーディングレ
イヤアイディリスト（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＩｄＬｉｓｔ）は、ターゲットデコ
ーディングレイヤセットインデックス（ＴａｒｇｅｔＤｅｃＬａｙｅｒＳｅｔＩｄｘ）が
指示するレイヤセット内のｊ番目レイヤのｌａｙｅｒ＿ｉｄ値で構成され得る。
【０１８１】
　ｉが０からｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１範囲の値を有
するｉ番目の出力レイヤセット（ｏｕｔｐｕｔ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｔ）に対するｏｕｔｐ
ｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］は、下記の（ａ）と（ｂ）のように類推され得
ることを標準文書上に明示することができる。
【０１８２】
　ｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃは、出力
レイヤセットに対する出力レイヤを誘導するためにシグナリングされる値であって、０か
ら３の値を有することができる。
【０１８３】
　ｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃが０であ
れば、出力レイヤセットに含まれている全てのレイヤが出力されることを示すことができ
、ｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃが１であ
ることを出力レイヤセットに含まれているレイヤのうち最上位レイヤ、すなわち最も高い
レイヤｉｄを有するレイヤのみが出力されることを示すことができる。
【０１８４】
　また、ｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄｃが
２であれば、ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇが１であるレイヤのみ出力されること
を示すことができる。ｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅ
ｒ＿ｉｄｃが３であれば、それ以後に用いられ得るリゾルブ値を示すことができる（ｒｅ
ｓｅｒｖｅｄ　ｆｏｒ　ｆｕｔｕｒｅ　ｕｓｅ）。
【０１８５】
　（ａ）ＶＰＳで記述されるｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄｃが１であれば、ｉ番目レイヤセットに含まれているｊ番目レイヤに対す
るｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］は「１」に類推され得る。ｊは、Ｎ
ｕｍＬａｙｅｒｓＩｎＩｄＬｉｓｔ［ｉ］－１に設定される。そうでなければ、（ｏｔｈ
ｅｒｗｉｓｅ）ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］は０に類推され得る。
このとき、ｊは０からＮｕｍＬａｙｅｒＩｎＩｄＬｉｓｔ［ｉ］－１の値を有する。
【０１８６】
　（ｂ）ＶＰＳで記述されるｄｅｆａｕｌｔ＿ｏｎｅ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄｃが０であれば、ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］は１
に類推され得る。このとき、ｊは０からＮｕｍＬａｙｅｒＩｎＩｄＬｉｓｔ［ｉ］－１値
を有する。
【０１８７】
　ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎで記述されるｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔ
ｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、ＶＰＳに記述されるｌａｙｅｒ　ｓｅｔｓの個数を報知する情報で
あり、ＭＶ－ＨＥＶＣ／ＳＨＶＣビットストリームは二つ以上のレイヤセット（ｌａｙｅ
ｒ　ｓｅｔｓ）を含むため、ｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１の値は常に
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１より大きい値を有する。よって、ｕ（１０）で符号化されるｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１は、１から１０２３値を有すると明示することができ
る。または、ｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ１をｖｐｓ＿ｎ
ｕｍｂｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ２に変えて、ｖｐｓ＿ｎｕｍｂｅｒ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｓｅｔｓ＿ｍｉｎｕｓ２は０から１０２２値を有すると明示することができる
。
【０１８８】
　また、本発明によれば、階層間予測のために必要ではない非参照ピクチャを表す方法が
提供される。
【０１８９】
　最上位の時間レベル（Ｈｉｇｈｅｓｔ　Ｔｅｍｐｒｏａｌ　Ｉｄ）を有するピクチャに
対しては、ＶＰＳ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎでシグナリングされるｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒ
ｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［］［］値に基づいて非参照ピクチャであるのか、参照ピク
チャであるのかを把握することができる。
【０１９０】
　現在ＳＨＶＣ及びＭＶ－ＨＥＶＣ標準草案では、下記の数式１０のように最上位の時間
レベルを有するピクチャに対して参照ピクチャであるのか、非参照ピクチャであるのか区
分して表示している。
【数１０】

【０１９１】
　数式１０でｃｕｒｒＴｉｄは、現在デコーディングされたピクチャの時間レベルを示し
、ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉＬｉｄｘ］［ｊＬｉｄｘ］
は現在階層で階層間予測を許容する最大時間レベルの情報を示し、ＶＰＳでシグナリング
される。ｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［ｉＬｉｄｘ］［ｊＬｉ
ｄｘ］は、現在階層と従属関係を有する上位階層別にシグナリングされる。
【０１９２】
　現在デコーディングされたピクチャの時間レベルが従属性を有する上位階層のためのｍ
ａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｐｌｕｓ１［］［］より小さいか同一である場
合、現在デコーディングされたピクチャが属している階層と従属性（ｄｅｐｅｎｄｅｎｃ
ｙ）を有する上位階層に対してｒｅｍａｉｎｉｎｇＩｎｔｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｅｒｅｎ
ｃｅｓＦｌａｇ値を１に設定する。
【０１９３】
　現在デコーディングされたピクチャと従属性を有する全ての上位階層に対してｒｅｍａ
ｉｎｉｎｇＩｎｔｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｅｒｅｎｃｅｓＦｌａｇ値を判断した後、ｒｅｍ
ａｉｎｉｎｇＩｎｔｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｅｒｅｎｃｅｓＦｌａｇ値が０である場合、現
在ピクチャに対して「非参照ピクチャ」と表示することとなる。
【０１９４】
　しかし、現在デコーディングされたピクチャが従属性を有する上位階層のうちいずれか
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一階層に対して参照階層として用いられた場合、現在デコーディングされたピクチャは「
参照ピクチャ」と表示されなければならない。
【０１９５】
　したがって、下記数式１０のように従属性を有する上位階層のうち一階層に対して「参
照ピクチャ」を意味するｒｅｍａｉｎｉｎｇＩｎｔｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｅｒｅｎｃｅｓ
Ｆｌａｇが１に設定される場合には、残りの上位階層に対するｒｅｍａｉｎｉｎｇＩｎｔ
ｅｒＬａｙｅｒＲｅｆｅｒｅｎｃｅＦｌａｇ値を判断する過程を略して現在デコーディン
グされたピクチャを「非参照ピクチャ」に変更しないことができる。すなわち、現在デコ
ーディングされたピクチャは「参照ピクチャ」とみなされ得る。
【数１１】

【０１９６】
　図４は、本発明に係る映像の復号化方法を説明するための制御フローチャートである。
【０１９７】
　先ず、復号化装置は、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられる
参照階層に対する情報を受信することができる（Ｓ４１０）。
【０１９８】
　このような参照階層に対する情報は、ｊインデックスを有するレイヤがｉインデックス
を有するレイヤのための直接的な参照階層であるのか否かを指示するｄｉｒｅｃｔ＿ｄｅ
ｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］、各階層の最大時間サブ階層情報を指示するｓ
ｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｖｐｓ＿ｍａｘ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］、各階層で階層間予測を許容
する時間的サブ階層の最大許容値を指示するｍａｘ＿ｔｉｄ＿ｉｌ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿
ｐｌｕｓ１［ｉ］［ｊ］、現在ピクチャの時間的サブレイヤ識別子、現在ピクチャを含む
現在階層の全ての直接的な参照階層に属し、各階層の最大時間サブ階層情報と各階層で階
層間予測を許容する時間的サブ階層の最大許容値によって特定される階層間予測に用いら
れ得る参照階層ピクチャが、現在ピクチャと同一のアクセスユニットに存在し、現在ピク
チャの階層間参照ピクチャセットに含まれるのか否かを示すａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ
ｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇ、現在ピクチャのデコーディングに階層間予測が用いられる
のか否かを示すｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、最大一
つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチャのための階層間予測のため
に用いられるのか否かを示すｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌ
ａｇ、階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられるピクチャの個数を
示すｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ１などのようなフ
ラッグ情報と個数に対する情報を含むことができる。
【０１９９】
　復号化装置は、参照階層に対する情報に基づいて現在ピクチャのデコーディングに用い
られる有効な参照階層ピクチャの個数を誘導する（Ｓ４２０）。
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【０２００】
　現在ピクチャに属する全てのスライスは、同一の有効な参照階層ピクチャの個数を有す
ることができる。
【０２０１】
　図５は、本発明の一実施形態による有効な参照階層ピクチャの個数を誘導する方法を説
明するための図である。図５を参照して本実施例による有効な参照階層ピクチャの個数を
誘導する過程を説明すれば次の通りである。
【０２０２】
　先ず、現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０であるか、現在
ピクチャが属している現在階層が直接参照する階層の個数が０であるかの可否が判断され
る（Ｓ５１０）。
【０２０３】
　判断の結果、現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識別子が０であるか
、現在ピクチャが属している現在階層が直接参照する階層の個数が０であれば、有効な参
照階層ピクチャの個数は０に誘導される（Ｓ５２０）。
【０２０４】
　そうではない場合、すなわち、現在ピクチャが属している現在階層を識別するレイヤ識
別子が０であるか、現在ピクチャが属している現在階層が直接参照する階層の個数が０の
場合でなければ、当該ピクチャを含む階層の全ての直接参照階層に属する直接参照階層ピ
クチャのうち、現在ピクチャと同一のアクセスユニットに存在して当該ピクチャの階層間
参照ピクチャセットに含まれた全ての直接参照ピクチャが階層間予測に用いられるのか否
かが判断される（Ｓ５３０）。
【０２０５】
　段階Ｓ５３０は、ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇのようなフ
ラッグ情報に基づいて本段階が判断され得、ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖ
ｅ＿ｆｌａｇが１であれば、有効な参照階層ピクチャの個数は現在ピクチャのデコーディ
ングに用いられ得る参照階層ピクチャの個数を指示する参照階層ピクチャ個数に誘導され
得る（Ｓ５４０）。
【０２０６】
　参照階層ピクチャ個数は、現在階層が直接参照している参照階層の個数を指示する変数
、各階層の最大時間的サブ階層情報、各階層で階層間予測を許容する時間的サブ階層の最
大許容値、現在ピクチャの時間的識別子に基づいて誘導される。このとき、現在ピクチャ
に属している直接参照階層のピクチャのうち、参照階層の最大時間的サブ階層情報が現在
ピクチャの時間的識別子より大きいか同一であり、現在階層に対する参照階層の最大時間
的サブ階層情報が前記現在ピクチャの時間的識別子より大きい場合、該当する参照階層の
ピクチャが階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられ得る参照階層ピ
クチャとみなされ得る。
【０２０７】
　ａｌｌ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒｓ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｆｌａｇが０であれば、ｉｎｔｅｒ＿
ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇを介して現在ピクチャのデコーディン
グに階層間予測が用いられないのか否かが判断され（Ｓ５５０）、ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅ
ｒ＿ｐｒｅｄ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが０であれば、有効な参照階層ピクチャの個数
は０に誘導される（Ｓ５２０）。
【０２０８】
　そうではない場合、最大一つのピクチャがコーディングビデオシーケンス内の各ピクチ
ャのための階層間予測のために用いられるか、現在ピクチャが属している階層の直接参照
階層の個数が１であるかの可否が判断される（Ｓ５６０）。
【０２０９】
　ｍａｘ＿ｏｎｅ＿ａｃｔｉｖｅ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇが１であるか、現在ピ
クチャが属している階層の直接参照階層の個数が１であれば、有効な参照階層ピクチャの
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【０２１０】
　前記全ての判断条件を満足しない場合、有効な参照階層ピクチャの個数は、参照階層に
対する情報が階層間予測のために現在ピクチャのデコーディングに用いられるピクチャの
個数を示す個数情報（ｎｕｍ＿ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｆ＿ｐｉｃｓ＿ｍｉｎｕｓ
１で特定される値に誘導され得る（Ｓ５８０）。
【０２１１】
　また、図４に戻って、有効な参照階層ピクチャの個数が誘導されると、これに基づいて
復号化装置は階層間予測を行う（Ｓ４３０）。
【０２１２】
　前述したように、本発明に係る場合、時間的階層を含む多数の階層構造の映像符号化さ
れたビットストリーム内に存在する階層情報を報知するシグナリング方法、階層間予測及
びターゲット出力階層を求める方法及びこれを利用する装置が提供される。
【０２１３】
　また、本発明は、セッション交渉などのためにビットストリーム内のＶＰＳに記述され
た階層情報を、エントロピーデコーダがなくとも接近できる方法及びこれを利用する装置
を提供する。
【０２１４】
　前述した実施例において、方法は一連の段階またはブロックとしてフローチャートに基
づいて説明されているが、本発明は段階の順序に限定されるものではなく、ある段階は前
述したところと異なる段階と異なる順序で、または同時に発生することができる。また、
当該技術分野で通常の知識を有する者であれば、フローチャートに示されている段階が排
他的ではなく、他の段階が含まれるか、フローチャートの一つまたはそれ以上の段階が本
発明の範囲に影響を及ぼさずに削除され得ることを理解できるはずである。
【０２１５】
　前述した実施例は多様な様態の例示を含む。多様な様態を現わすために可能な全ての組
合せを記述することはできないが、当該技術分野の通常の知識を有する者は異なる組合せ
が可能であることが認識できる。よって、本発明は、以下の特許請求の範囲内に属する全
ての異なる交替、修正及び変更を含む。
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